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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

３
月
19
日
、
東
京
清
掃
本
部

主
催
の
「
退
職
者
送
別
会
」
が

開
催
さ
れ
、
今
年
度
退
職
す
る

方
14
名
、
支
部
の
引
率
者
７
名
、

本
部
役
員
と
退
職
者
会
を
加

え
、
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

送
別
会
は
山
﨑
組
織
部
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
西
川
本
部
委

員
長
が
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
（
４

面
に
掲
載
）
を
述
べ
、
小
泉
退

職
者
会
会
長
が
「
高
齢
者
の
生

活
と
権
利
を
守
る
た
め
退
職
者

会
の
役
割
は
重
要
。
考
え
る
こ

と
が
健
康
の
秘
訣
。
退
職
者
会

に
加
入
し
、
と
も
に
楽
し
い
第

二
の
人
生
を
」
と
、
退
職
者
会

へ
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

退
職
者
会
の
活
動
内
容
と
加

入
方
法
等
に
つ
い
て
庄
司
退
職

者
会
事
務
局
長
が
説
明
し
、
纐

纈
本
部
副
委
員
長
の
音
頭
で
乾

杯
。
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

各
テ
ー
ブ
ル
と
も
積
も
る
話

桜・開・花

本部主催退職
者送別会開催

し
に
花
が
咲

き
、
和
や
か

に
歓
談
。

　

ア
ル
コ
ー

ル
で
舌
も
な

め
ら
か
に

な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
杉
並

支
部
小
泉
さ

ん
、
葛
飾
工

場
支
部
小
杉

さ
ん
が
退
職

者
を
代
表
し

て
謝
辞
を
延

「苦労もしたけど、楽しかっ
た」参加者がしみじみと思い
出を話し、時間延長の盛会山﨑組織部長の

司会で会を進行
西川委員長より

贈る言葉
会長が退職者会
加入の呼びかけ

小泉さんと小杉さんが謝辞

余興も・・・・これで最後？ べ
、
参
加
し
た
退
職
者
全
員
か

ら
思
い
出
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

当
初
予
定
を
１
時
間
も
延
長
、

名
残
惜
し
い
雰
囲
気
で
し
た

が
、
吉
田
副
委
員
長
か
ら
閉
会

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
東
京
清

掃
の
次
代
を
担
う
長
妻
青
年
部

長
の
音
頭
で
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
を
三
唱
。
会
を

閉
め
ま
し
た
。

　

会
員
一
同
、
今
年
度

退
職
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

は
、
是
非
退
職
者
会
に

加
入
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

墨田支部山崎
さんが正調の
民謡を披露
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
廃
止
し
、

市
民
が
納
得
す
る
新
た
な
制
度
を
検
討

す
る
た
め
、
昨
年
11
月
、「
高
齢
者
医

療
制
度
改
革
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
今

年
の
夏
に
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
中

間
取
り
ま
と
め
、
年
末
に
最
終
ま
と
め

を
す
る
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
次
の
「
検
討
に
当
た
っ
て

の
基
本
的
な
考
え
方
」
を
示
し
ま
し
た
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
廃
止
す

る
。
②
「
地
域
保
険
と
し
て
の
一
元
的

運
用
」
の
第
一
段
階
と
し
て
、
高
齢
者

の
た
め
の
新
た
な
制
度
を
構
築
す
る
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
年
齢
で
区

分
す
る
と
い
う
問
題
を
解
消
す
る
制
度

と
す
る
。
④
市
町
村
国
保
な
ど
の
負
担

増
に
配
慮
す
る
。
⑤
高
齢
者
の
保
険
料

が
急
に
増
加
し
た
り
、
不
公
平
な
も
の

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
⑥
市
町
村

国
保
の
広
域
化
に
つ
な
が
る
見
直
し
を

行
う
。

　

改
革
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
に
４
回
行

い
、
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
が
、
特
に

制
度
・
財
政
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
・
委
員
の
問
題
意
識
が
分
れ

て
い
ま
す
。

　

退
職
者
連
合
は
、
今
後
の
改
革
会
議

に
臨
む
主
張
を
、
別
記
の
と
お
り
ま
と

め
ま
し
た
。

　

退
職
者
連
合
の
主
張
は
、
制
度
全
体

の
存
続
と
退
職
者
の
立
場
を
考
え
た
も

の
で
あ
り
、
次
の
基
本
的
な
考
え
方
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。

(1)
能
力
に
応
じ
て
保
険
料
を
負
担
し
必

要
に
応
じ
て
医
療
を
受
け
る
仕
組
み

＝
助
け
合
い
と
し
て
の
公
的
国
民
皆

保
険
制
度
を
維
持
す
る
。

(2)
年
齢
で
区
分
し
な
い
制
度
＝
高
齢
者

を
鉢
植
え
に
し
て
、
保
険
料
負
担
と

医
療
給
付
制
約
の
二
者
択
一
を
迫
る

別
制
度
と
し
な
い
。

(3)
医
療
費
が
多
く
か
か
る
高
齢
者
・
保

険
料
負
担
能
力
の
小
さ
い
低
所
得
者

の
多
い
国
民
健
康
保
険
は
そ
の
ま
ま

で
は
持
続
で
き
な
い
の
で
、
高
齢
者

勘
定
を
作
っ
て
職
域
健
康
保
険
に
よ

る
財
政
調
整
と
公
費
で
適
切
に
支
え

る
。
職
域
健
康
保
険
の
調
整
費
負
担

は
人
数
割
り
で
は
な
く
総
報
酬
割
に

よ
る
応
能
負
担
と
す
る
。

高
齢
者
医
療
制
度
改
革
へ
向
け

退
職
者
連
合
が
主
張
を
ま
と
め
る

高齢者医療制度・退職者連合の考え方
■前提とする考え方
(1) 公的国民皆保険を持続させる。
(2) 国際的に見て低い水準の医療費総額を増額し、供給体
制を安定させる。

(3) 事業主負担を含む保険料を重視し、税との適切な組み
合わせで財源を確保する。

(4) 年齢による別制度としない。診療や健診について年齢
による区分をしない。

(5) 制度間の均衡と整合性が増すよう、制度改革の機をと
らえて可能なことから改革する。

(6) 中長期的展望を持ち、これにつながる段階的改革を目
指す。制度変革と移行に当たっては混乱を最小限にする
ため、被保険者の理解と納得を重視する。

■具体的課題
(1) 供給体制と診療報酬

救急・周産期・小児科医療をはじめ医療崩壊を防ぐた
め医療費総額を引き上げる。これを裏打ちするため、診
療報酬を引き上げる。

(2) 被保険者・保険者
①職域保険（健保・共済）と地域保険（国保）は当面分

立とする。
②保険制度を年齢で区分せず、75 歳以上を含む全年齢

が本人・世帯主か被扶養者として属性に応じて国保か
職域健保に加入する。そのうえで 65 歳以上の高齢者
医療費勘定を設けて財政調整する。

③国保の保険者は都道府県とする。
(3) 費用負担
①事業主負担を含み財源調達力が高く、加入者の権利意

識とマッチする保険料を重視し、国際水準を念頭に一
定の引き上げを図る。

②税は、低所得者の保険料減免・患者一部負担金の軽減
および高齢者医療費勘定、国保の制度維持に集中して
増額投入する。

③ 65 歳以上の患者の一部負担金は、保険の助け合い原
則に基づき所得に拘わらず 1 割とする。

(4) 財政調整
65 歳以上の医療費について高齢者勘定を設け、現在

の 65 ～ 74 歳を対象とする前期高齢者医療財政調整を
75 歳以上にまで拡大する。

職域保険の納付金計算は、納付総額を総報酬で割って
率を出し、その率によって個別組合の納付額を計算する。

(5) 給　付
診療や健診について年齢による区分をしない。

(6) 制度間整合
①国保保険料賦課上限を職域健保と均衡するよう引き上

げる。
②職域健保保険料に被扶養者数に応じた割り増し保険料

を設定する。
③被雇用者の職域保険加入を徹底する。（＊国保組合の

あり方について関係者と十分協議して検討する）
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本
紙
前
号
「
退
職
者
会
活
動
日
誌
」

の
１
月
27
日
都
庁
退
連
合
幹
事
会
に

会
計
監
査
の
岩
渕
さ
ん
が
参
加
し
て

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
29
日
、

二
〇
一
〇
年
度
の
年
金
額
は
据
え

置
き
と
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
例
年
ど
お
り
、
前
年
の
全
国

消
費
者
物
価
指
数
を
基
礎
に
、
年

金
額
水
準
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　

二
〇
〇
九
年
の
全
国
消
費
者

物
価
指
数
は
、
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
一
・
四
％
で
し
た
が
、
法
律
は

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
特
例
水
準
の
年

金
額
は
物
価
が
上
昇
し
て
も
据

え
置
く
一
方
、
物
価
が
直
近
の
年

金
額
改
定
の
基
と
な
る
物
価
水
準

（
二
〇
〇
五
年
）
を
下
回
っ
た
場

合
に
そ
の
分
だ
け
引
き
下
げ
る
」

と
な
っ
て
お
り
、
05
年
以
降
の
変

動
の
累
計
は
05
年
の
物
価
水
準
を

〇
・
三
％
上
回
り
、
年
金
の
特
例
水

準
を
引
き
下
げ
る
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
仮
に
今
年
の
全
国
消

費
者
物
価
指
数
が
こ
の
〇
・
三
％
よ

り
下
落
す
れ
ば
、
来
年
特
例
水
準

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
年
金
の
本
来
水
準
（
物

価
ス
ラ
イ
ド
特
例
が
な
い
場
合
で

法
律
上
本
来
想
定
し
て
い
る
年
金

額
）
と
物
価
特
例
水
準
を
比
べ

る
と
、
年
金
額
に
反
映
し
な
か
っ

た
物
価
下
落
率
累
積
は
二
・
二
％

の
差
に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
お

り
、
仮
に
今
年
物
価
上
昇
し
て
も

二
・
二
％
を
超
え
な
い
と
来
年
の
年

金
引
き
上
げ
に
は
つ
な
が
ら
な
い

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

物
価
が
上
昇
し
た
昨
年
は
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
特
例
措
置
が
年
金
額

上
昇
抑
制
の
仕
組
み
と
し
て
働
き
、

年
金
額
は
据
え
置
き
に
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
も
う
一
つ
の
年
金
額

上
昇
抑
制
の
仕
組
み
の
「
マ
ク
ロ

経
済
ス
ラ
イ
ド
（
少
子
化
と
長
命

化
に
伴
う
年
金
の
減
額
率
）」
は
発

動
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

物
価
が
下
落
し
た
今
年
は
、
物

価
ス
ラ
イ
ド
特
例
措
置
が
年
金
額

低
下
を
と
ど
め
る
役
割
を
果
た
し
、

年
金
額
を
据
え
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

年
金
額
の
決
定
方
法
は
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
組
み
が
交
錯
し
て
分
り

に
く
く
、
生
活
実
感
を
必
ず
し
も

反
映
し
て
い
ま
せ
ん
。
結
果
と
し

て
、
二
〇
一
〇
年
度
の
年
金
額
は

据
置
き
の
方
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
の
年
金
額

据
え
置
き
を
厚
労
省
が
発
表

記事訂正
とおわび

し
た
の
で
、
追
加
し
ま
す
。

▼
２
月
１
日
、
第
６
回
三
役
会
を
開

催
、
①
ハ
イ
キ
ン
グ
企
画
、
②
規
約
改

正
（
案
）、
③
弔
慰
金
規
則
（
案
）、
④

第
３
回
定
期
総
会
日
程
、
⑤
清
掃
退
職

者
会
学
習
会
企
画
概
要
、
⑥
福
祉
退
新

春
の
集
い
参
加
な
ど
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

▼
２
月
15
日
、
第
５
回
幹
事
会
開
催
前

に
第
７
回
三
役
会
を
開
催
、
会
計
予
算

補
正
（
案
）
を
決
め
、
幹
事
会
議
案
を

最
終
確
認
し
、
機
関
紙
７
号
を
編
集
し

ま
し
た
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
た

国
労
等
組
合
員
１
０
４
７
名
が
不
当

な
採
用
差
別
を
通
告
さ
れ
て
か
ら
24

年
目
を
迎
え
た
２
月
16
日
、
日
比
谷

野
音
で「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
解
決
へ
！

２
・
16
中
央
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

未
解
決
の
ま
ま
24
年
目
を
越
さ
な
い

こ
と
を
誓
い
、「
雇
用
・
年
金
・
解
決

金
」
要
求
に
対
す
る
政
治
決
着
を
図

る
よ
う
、
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

解
決
へ
向
け
、
民
主
党
・
社
民
党
・

国
民
新
党
の
与
党
３
党
と
公
明
党
が
、

①
解
決
金
・
年
金
相
当
額
の
支
給
、

②
55
歳
以
下
の
組
合
員
の
Ｊ
Ｒ
採
用
、

い
ま
し
た
が
、
記
載
漏

れ
で
し
た
。
正
し
く
は
、

「
１
月
27
日
、
都
庁
退
連

合
幹
事
会
に
、
幹
事
の

庄
司
事
務
局
長
と
会
計

幹
事
の
岩
渕
会
計
監
査

が
参
加
。」
で
す
。
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
以
下
の
活
動

の
報
告
が
漏
れ
て
い
ま

③
闘
争
団
事
業
体
へ
の
支
援
金
提
供
を
決
め
、
政
府
案
と
す
べ
く
努
力
し

て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
や
国
交
省
内
の
一
部
に
異
論
が
あ
る
た
め
、
ま
だ
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
す
が
、
解
決
へ
の
最
終
局
面
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
清
掃
は
、
国
鉄
闘
争
を
自
ら
の
課
題
と
位
置
づ
け
、
闘
争
団
を
支

え
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
闘
争
団
員
と
家
族
が
納
得
で
き
る
解
決
へ
、
最
後

に
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
退
職
者
会
も
協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＪＲ不採用問題解決へ最終局面
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贈る言葉
　退職される組合員・特別組合員の皆さま、本
当に長い間お疲れ様でした。皆さんは、都民・
区民の生活に一日たりとも欠かすことが出来な
い大切な清掃事業を永年、献身的に従事されて
きたとともに組合活動にもご尽力されてきまし
た。心より感謝申し上げます。
　真夏の炎天下、雪降る寒い冬の日、年末年始
の困難な作業など、つらく、悩み多き数十年で
あったとお察しいたします。反面、楽しかった
こと、心暖まる数多くの想い出もあることと思
います。
　皆さんは、東京都清掃局の時代には東京清掃
労働組合の組合員として区移管反対闘争を始め、
職場の日常的な闘い、平和と民主主義を守る闘
いなど、様々な取り組みに参加いただきました。
さらに、２０００年４月の区移管以降は、各区
の清掃事業確立のためにご尽力されました。
　文字通り今日の東京清掃労働組合があるのは、
そうした様々な闘いの結果であります。心から
厚く感謝を申し上げます。今後、現職の私たちは、
清掃事業を守り抜くとともに、東京清掃労働組
合をさらに強固な組合として守り発展させるた
め全力であらゆる闘いを取り組むことをお約束
します。
　厳しい高齢化社会が待ち受けていますが、退
職後の第二の人生を健康にくれぐれも留意され、
健やかに贈られることを願い、贈る言葉とします。

２０１０年３月１９日
東京清掃労働組合
中央執行委員長　西　川　卓　吾

２０１０年３月
東京清掃労働組合退職者会

退職されるみなさん

退職者会で活き活きとした
第二の人生を楽しみませんか

退職者会に
入りましょう

小石川後楽園にて忘年会前の記念撮影

あ
わ
せ
て
、
東
京
清
掃
の
闘
い
に
協

力
す
る
取
組
み
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
メ
ー
デ
ー
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
お
り
、
国
鉄
闘
争
の
団
結
ま

つ
り
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
退
職
者
会
独
自
の
活
動
と
し

て
、
そ
の
時
々
の
情
勢
に
応
じ
た
学

習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
旅
行
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
忘

年
会
、
懇
親
会
な
ど
、
会
員
の
親
睦

を
深
め
る
取
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

親
睦
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
部
教
宣

部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
取
組
み
な
ど
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

昨
年
５
月
、
機
関
紙
（「
清
友
」）
を

創
刊
し
、
今
号
で
８
号
に
な
り
ま
し

た
。
機
関
紙
は
、
会
員
の
自
宅
に
郵

送
し
て
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
員
は
、
退
職
後
も
自
治
労

共
済
の
保
険
を
継
続
利
用
で
き
、
退
職

者
会
独
自
の
保
険
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

今
年
、
完
全
退
職
す
る
み
な
さ
ん
に

は
、
是
非
清
掃
退
職
者
会
へ
加
入
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
退
職

者
会
の
あ
ん
な
い
」
と
「
加
入
申
込
書
」

は
、
支
部
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
、
退
職
者
の
運
動

を
進
め
、
と
も
に
第
二
の
人
生
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
の
ご
加

入
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

退
職
者
会
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
直

結
す
る
年
金
、
医
療
保
険
、
介
護
保
険
、

税
制
度
な
ど
の
社
会
保
障
制
度
の
拡

充
や
改
悪
に
反
対
す
る
運
動
を
、
全

国
の
退
職
者
、
東
京
清
掃
・
自
治
労

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
当
事
者
と

し
て
の
高
齢
者
が
社
会
保
障
を
は
じ

め
と
す
る
社
会
の
運
営
に
参
画
す
る

こ
と
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
清
掃
退
職
者
会
は
、
し
ば
ら
く

休
眠
状
態
に
あ
り
ま
し
た
が
、
２
年
前

に
再
建
し
、
全
国
の
退
職
者
会
の
仲

間
と
と
も
に
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。


